
追悼⽂ 
 
⽮野弾先⽣のご逝去にあたり、会員を代表し、⼼から哀悼の意を表します。 
先⽣には⽇本バイオベンチャー推進協会 JBDA 創設時から副理事⻑、名誉顧問
として⼤変な貢献をしていただきました。⼼より感謝申し上げます。傘寿のお祝
いをしたのはつい先⽇のことのように思われます。末永いご活躍を期待してお
りましたが、突然の知らせを受け堪え難い悲しみに包まれております。謹んでご
冥福をお祈り申し上げます。 
先⽣との出会いは 2001 年に創設いたしました JBDA ⽴ち上げのための⽮野経
済研究所での勉強会に遡ります。⽇本の将来を憂い、国際的な流れを読み取り、
今後の国の発展のためにはバイオベンチャーの育成が重要である、そのために
は医薬・バイオ関連産業界の⽅々とアカデミア研究者、投資家が⼀堂に会する場
を設け、⼈材交流・啓蒙活動を⾏うとともに、バイオベンチャーを創設・経営す
る⼈材育成が鍵である、と強調されました。それに賛同した有志で⽴ち上げたの
が JBDA です。既に 20 年を超える年⽉、毎年２回開催してきましたフォーラム
の締め括りは⽮野弾ブシともいうべき調⼦でその時々の政治・経済談義とそこ
における新たな⺠主主義、⾃由競争、平等の重要性を強調されました。フォーラ
ム参加者の多くは先⽣のお話を楽しみに参加しておりました。もうそれをお聴
きできないのはさみしい限りです。 
現在、ウクライナはロシアの侵略を受け悲惨な状況にありますが、先⽣が最期ま
で⾃らの戦争体験を踏まえて世界平和を望んでおられたことを再認識しており
ます。先⽣は亡くなられる直前 Web にてウクライナの問題は現代社会における
戦国時代に戻る現象を提⽰している、戦争における争奪をやめて相互の⼈間、⼈
類、地球を静かに⾒つめねば死の旅になる、と述べられております。先⽣のお兄
様が 1946 年にウクライナの病院で“死にたくない、死にたくない”と⾔いながら
亡くなられたそうです。 
先⽣の教えに学び、戦争のない⾃由で⺠主的な社会が維持され発展するよう皆
で努めたいと思います。安らかにお眠りください。 
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